
６
日
未
明
、
北
海
道
胆
振
地

方
を
震
源
と
し
た
大
き
な
地
震

が
発
生
。
道
内
で
は
崖
や
土
砂

崩
れ
、
道
路
の
液
状
化
や
家
屋

の
倒
壊
な
ど
、
甚
大
な
被
害
に

見
舞
わ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
地

震
の
影
響
で
道
内
の
ほ
ぼ
全
域

２９５
万
戸
が
一
時
停
電
し
、
市
民

生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
た
。

北
海
道
教
区
隊
は
翌
７
日
、

奥
村
隊
長
（
５５
歳
・
六
華
分
教

会
長
）
が
視
察
の
た
め
に
道
内

に
入
っ
た
田
中
本
部
長
ら
と
共

に
管
内
の
被
害
状
況
を
確
認
。

そ
の
後
、
教
区
災
害
対
策
委
員

会
（
西
垣
定
洋
委
員
長
）
が
開

か
れ
、
断
水
や
停
電
の
影
響
で

宿
営
地
の
設
置
が
困
難
な
こ
と

な
ど
か
ら
、
自
治
体
か
ら
作
業

を
要
請
さ
れ
る
ま
で
教
区
隊
と

し
て
の
出
動
は
見
合
わ
せ
る
こ

と
に
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
１０
日
、
奥
村

隊
長
の
も
と
へ
北
海
道
庁
か
ら

連
絡
が
入
り
、
厚
真
、
む
か
わ

の
両
町
に
立
ち
上
げ
る
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
支
援

を
要
請
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
昨

年
１０
月
か
ら
道
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開
い
て
い
る

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
連

携
会
議
」
に
奥
村
隊
長
が
出
席

し
、
自
治
体
や
社
会
福
祉
協
議

会
（
�
社
協
）
と
連
携
を
強
め

て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

こ
の
後
、
教
区
災
害
対
策
委

員
会
が
再
び
開
か
れ
、
教
区
を

挙
げ
て
両
町
で
の
復
旧
活
動
を

展
開
す
る
こ
と
を
決
定
。
１１
日

か
ら
６
日
間
に
わ
た
り
、
管
内

全
６
ブ
ロ
ッ
ク
の
教
友
が
順
次

交
代
し
て
出
動
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

住
民
の
要
望
に
応
え
て

１１
日
午
前
６
時
、
札
幌
市
の

教
務
支
庁
を
出
発
し
た
隊
員
た

そ
ろ

ち
は
、
揃
い
の
シ
ャ
ツ
を
着
て

出
動
。
両
町
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
と

運
営
に
協
力
し
た
。

そ
の
後
、
厚
真
町
で
は
、
物

資
の
運
搬
・
整
理
や
拠
点
で
の

テ
ン
ト
設
営
、
給
水
車
で
の
配

給
作
業
に
着
手
。
こ
れ
と
並
行

し
、
隊
員
た
ち
が
町
内
の
現
場

へ
赴
き
、
初
動
の
救
援
活
動
を

展
開
し
た
。

主
な
現
場
は
、
移
住
施
策
を

町
づ
く
り
の
柱
に
掲
げ
る
同
町

を
象
徴
す
る
移
住
者
向
け
住
宅

地
「
ル
ー
ラ
ル
ビ
レ
ッ
ジ
」
。

地
震
の
影
響
で
、
家
財
道
具
が

ま
き

倒
れ
、
薪
棚
が
倒
壊
す
る
な
ど

の
被
害
が
出
た
。

隊
員
た
ち
は
、
一
般
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
７
班
に
分

か
れ
て
作
業
に

着
手
。
班
の
指

揮
を
執
り
な
が

ら
、
薪
の
運
搬

・
整
理
や
薪
棚

の
修
理
、
災
害

ご
み
の
撤
去
な

ど
、
住
民
た
ち
の
細
か
な
要
望

に
応
え
た
。

ま
た
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
は
担
え
な
い
作
業
を
担
い
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
駆
使
し
て
倒

木
を
撤
去
し
た
ほ
か
、
ト
ラ
ッ

ク
を
運
転
し
て
災
害
ご
み
を
運

搬
し
た
。

一
方
、
む
か
わ
町
で
は
、
セ

ン
タ
ー
の
テ
ン
ト
設
営
を
は
じ

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
誘
導
、

資
材
運
搬
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
運
営
に
尽
力
し
た
。

ま
た
、
被
災
民
家
へ
赴
き
、

倒
れ
た
家
財
道
具
を
起
こ
し
た

り
、
ガ
ラ
ス
や
災
害
ご
み
を
撤

去
し
た
り
と
、
住
民
の
要
望
に

親
身
に
な
っ
て
応
え
た
。

◇

厚
真
町
の
社
協
職
員
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
担

当
し
た
村
上
朋
子
さ
ん（
４７
歳
）

は
「
ひ
の
き
し
ん
隊
さ
ん
は
、

こ
の
地
へ
一
番
に
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
り
、
被
災
者
に
心
を
配

り
な
が
ら
復
旧
活
動
に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
り
、
そ
の
姿
に
感

銘
を
受
け
た
。
統
率
力
が
あ

り
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は

担
え
な
い
作
業
も
請
け
負
え
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る
団
体

だ
と
感
じ
た
。
こ
れ
か
ら
も
連

携
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。

奥
村
隊
長
は
「
連
日
、
両
町

に
隊
員
を
１０
人
ず
つ
派
遣
す
る

予
定
だ
っ
た
が
、
予
想
を
超
え

る
多
く
の
教
友
が
志
願
し
、
救

援
活
動
に
真
実
を
尽
く
し
て
く

だ
さ
っ
た
。
被
災
者
の
中
に

は
、
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
い
る

姿
も
あ
り
、
ひ
の
き
し
ん
の
尊

さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
。
今

後
も
、
�
有
事
�
の
際
に
は
い

ち
早
く
駆
け
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
強
め
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
た
。

災
救
隊
は
１４
日
、
大
阪
府
北

部
地
震
に
際
し
て
復
旧
支
援
活

動
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
高
槻

市
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

６
月
１８
日
、
大
阪
府
北
部
を

震
源
と
す
る
最
大
震
度
６
弱
の

地
震
が
発
生
。
府
内
で
は
一
部

損
壊
な
ど
２
万
棟
を
超
え
る
住

宅
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
。

既
報
の
通
り
、
大
阪
教
区
隊

よ
し
す
け

（
茶
谷
良
佐
隊
長
）
は
２７
日
か

ら
１４
日
間
に
わ
た
り
、
応
援
に

駆
け
つ
け
た
奈
良
・
兵
庫
の
両

教
区
隊
と
共
に
特
に
大
き
な
被

害
に
見
舞
わ
れ
た
高
槻
市
へ
。

自
治
体
の
要
請
を
受
け
て
社
協

と
連
携
し
、
被
災
家
屋
へ
の
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
張
り
な
ど
の
復
旧

活
動
を
展
開
し
た
。

今
回
の
表
彰
は
、
こ
う
し
た

た
た

救
援
活
動
の
実
績
が
称
え
ら
れ

た
も
の
。

当
日
、
同
市
職
員
や
市
社
協

職
員
ら
５
人
が
教
庁
を

訪
れ
、
田
中
本
部
長
や

茶
谷
隊
長
ら
と
面
会
。

濱
田
剛
史
市
長
の
代
理

と
し
て
同
市
健
康
福
祉

部
の
関
本
剛
司
部
長
代

理
か
ら
感
謝
状
が
手
渡

さ
れ
た
（
写
真
）
。

同
市
社
協
の
倉
橋
隆

男
会
長
（
７０
歳
）
は
、

「
地
震
後
の
混
乱
状
態

の
な
か
、
各
団
体
へ
の

助
言
や
団
体
間
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
、
拠

点
運
営
に
中
心
的
な
役
割
を
担

っ
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
感
謝

し
て
い
る
。
今
後
も
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
頼
れ
る
よ
う
、
協

力
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。

最
大
震
度
７
の
被
災
地
へ
出
動

自
治
体
か
ら
要
請
受
け

初
動
の
救
援
活
動
展
開

「
平
成
３０
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」
が
６
日
未

あ
つ

ま

あ

明
に
発
生
し
、
厚
真
町
で
震
度
７
、
む
か
わ
、
安

び
ら平

の
両
町
で
震
度
６
強
を
観
測
す
る
な
ど
、
強
い

揺
れ
に
襲
わ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
た
災
害
救
援
ひ

い
さ
ふ
み

の
き
し
ん
隊
（
�
災
救
隊
、
田
中
勇
文
本
部
長
）

北
海
道
教
区
隊
（
奥
村
尚
人
隊
長
）
は
１１
日
か
ら

１６
日
ま
で
、
自
治
体
の
要
請
を
受
け
て
特
に
被
害

の
大
き
か
っ
た
厚
真
、
む
か
わ
の
両
町
へ
出
動
。

隊
員
延
べ
２１７
人
（
う
ち
女
子
隊
員
３８
人
を
含
む
）

が
、
両
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち

上
げ
や
運
営
に
協
力
し
た
ほ
か
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
共
に
被
災
民
家
な
ど
へ
駆
け
つ
け
て
初
動

の
救
援
活
動
に
力
を
尽
く
し
た
。

平
成
３０
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

地
震
の
復
旧
作
業
に
尽
力
し

災
救
隊 大

阪
・
高
槻
市
か
ら
感
謝
状 災救隊 北海道教区隊

隊員たちは、地震の影響で
崩れた薪棚の整理など、多
岐にわたる作業に従事した
（１２日、北海道厚真町で）


